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研究成果の概要（和文）：本研究は、エネルギー資源が豊富なブラジルにおいて、地球温暖化を含む気候変動政
策を実施するための制度改革に、中国やインドなどの域外大国が関与する政治過程を分析することを目的とし
た。経済発展を重視するブラジルは、近年、気候変動政策の実施において中国との連携を強めている。一方、中
国の関与を脅威とみなし懐疑的な政権もあり、政権の政治姿勢によって中国の関与の利害が異なることが知られ
ている。本研究では、当初の計画から大きく発展させて、2008年以降、中国、インド、南アフリカ、ロシアがブ
ラジルと結んだ戦略的パートナーシップの役割に注目し、気候変動政策におけるBRICS諸国間の競合と協力の関
係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to analyze the political process of the involvement of 
China, India, and other major extraterrestrial powers in institutional reforms to implement climate 
change policies, including global warming, in Brazil, a country with abundant energy resources. 
Brazil, which has emphasized economic development, has recently strengthened its cooperation with 
China in implementing climate change policies. On the other hand, some regimes consider China's 
involvement as a threat and are skeptical of it, and it is known that the stakes of China's 
involvement in this field also differ depending on the regime's stance. This study significantly 
evolved from the original plan, focusing on the role of the strategic partnerships that China, 
India, South Africa, and Russia have entered into with Brazil since 2008 and clarifying the 
relationship among the BRICS countries in climate change cooperation.

研究分野： 国際関係論

キーワード： 気候変動政策　多国間交渉　比較外交政策分析　戦略的パートナーシップ　ラテンアメリカ 　持続可能
な開発　中国 　南南協力
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の知見は、中国の南南協力が活発になったアフリカや太平洋諸国の事例でも適用可能性が高い。また新興
大国同士が連携する力学に注目することは、先進国と途上国の二項対立を主軸とする気候変動交渉研究と、外国
政府の対外的な影響を捨象して国内の政策過程のみに焦点を当ててきた気候変動政策の研究に修正を迫る学術的
な意義もある。化石燃料が持つ優位性が世界のエネルギー転換の潮流を左右する中で、現在の国際社会の情勢は
エネルギー転換に向けた重大局面になる見方がある一方、ブラジル・ロシア・インド・中国・南アで構成される
BRICS諸国は連携を深めている。新興大国間の競合・協力関係を考察した本研究には社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 

2020 年以降の温室効果ガス削減の枠組みを決めるパリ協定の実施ルールの下で、気候変動政策を推進

するラテンアメリカ諸国と中国の利害関係に注目が集まっている。パリ協定に批准した途上国に削減

義務はないが、世界全体に占める温室効果ガス排出量の割合から途上国にも削減義務を実施すべきと

いう国際圧力を受けてきた。しかし多くの途上国では、経済成長を推進する勢力の反発から国内法制

度化を実施できていない。その途上国の中でも、ラテンアメリカ諸国では豊富なエネルギー資源を駆

使した工業化を進める一方、近年になり気候変動政策を実施するうえで南南協力の下で中国から技術・

資金協力を得る国々が登場した。他方で類似した条件にありながら中国の関与を脅威と考え最小限に

抑える国もあり、同分野の中国関与の実態は各国で異なることが分かっている。研究の開始当初は、経

済成長と環境保護の両立が迫られてきたラテンアメリカの新興諸国において政治経済的に台頭する中

国政府が気候変動政策を実施する制度改革にどのように関与してきたのか、その政治過程を分析した。 
 
 
２． 研究の目的 

 

本研究の目的は、政府の政策形成において既存の気候変動政策研究の分析視角では説明できない事例

を検証する場合に、南南協力に基づく二国間のパートナーシップの強化という新しい決定要因を提示

することであった。中国とラテンアメリカ諸国が連携する力学に注目することは、先進国と途上国の

二項対立を主軸とする気候変動交渉研究と、外国政府の対外的な影響を捨象し、国内の政策過程のみ

に焦点を当ててきた気候変動政策研究に修正を迫る学術的な独自性をもつためである。 
 
 
３． 研究の方法 
 

（１） 年次計画 

 

本研究は、二国間のパートナーシップの強化が国内政策の形成を制約／促進する因果関係が存在する

か検証するため、中国の関与がラテンアメリカ気候変動政策の形成に及ぼした肯定的／否定的な効果

を解明する。特に気候変動政策の政治過程を、政策設計期、政策形成期、政策実施期の 3 段階に設定

し、中国の政策関与の強弱を決める①米国との地政学的近接性、②経済的相互依存、③政権の政治イデ

オロギーの変容に着目した。具体的には以下の計画を遂行するため、2019 年度は気候変動交渉下での

中国とラテンアメリカの利害関係、2020 年度はラテンアメリカ気候変動政策に対する中国の戦略的パ

ートナーシップの研究、2021 年度はブラジルとメキシコの気候変動政策への中国の関与について比較

分析することを予定していた。ただし、４．研究成果で後述するように、コロナ禍の影響をうけて研究

計画に大幅な見直しが迫られたこと、研究の過程でブラジルとの比較対象地域をメキシコからインド・

南アフリカ・ロシアなどの新興大国の事例に変更したこともあり、研究期間を 2022 年度まで 1 年間延

長した。2022 年度は、気候変動政策に関して、ブラジルがインド・南アフリカ・ロシアとそれぞれ締

結した戦略的パートナーシップに関する研究をおこなった。 

 

 



 

（２） 具体的な研究方法 

A．ラテンアメリカ気候変動政策に対する中国の関与  

中国の関与はアジア太平洋・ラテンアメリカ間の経済連携の深化に関する研究（Myers and Wise 2016）

に比べて、気候変動政策など環境面では十分に検討されていない。中国の関与はラテンアメリカの

気候変動政策にいかなる短期的・長期的な利害を生んだのかを解明する。 

 

Ｂ．メキシコとブラジルの気候変動政策の比較外交政策分析（1991～2015） 

A の成果を踏まえ両国の気候変動政策をめぐる政治過程に違いが生じたメカニズムを戦略的パート

ナーシップと関与と気候変動政策の進展を過程追跡して解明する（下表１参照） 

 

Ⅰ．比較事例分析での気候変動政策に対する中国の戦略的パートナーシップの役割の解明 

研究方法として比較外交政策分析（Smith et al 2012）の手法を用いる。比較外交政策分析は、外交政策

に関する因果関係の解明や仮説検証の方法として評価される。本研究は最類似システムデザインを採

用して共通点の多いブラジルとメキシコの事例に比較分析することで二国間のパートナーシップの強

化が政策の実施を推進・抑制する因果関係を解明する。 

 

Ⅰ．一次資料の収集と聞き取り調査を通じた綿密な質的分析 

本研究は、複写費を用いて収集した一次資料と関係者への聞き取りを実証の論拠に事例内部の綿密な

質的分析を行う。特に中国研究者を年 10 日間雇用して、中国戦略的パートナーシップに基づく対ラテ

ンアメリカ気候変動政策に関するデータベースの作成を実施する。 

 

（１）一次資料は、多国（地域）間・二国間交渉：締約国会議、BRICS、G20、地域フォーラムなどの

議事録、公文書、ラ米諸国側：ブラジルの政府資料、法令・協定・条約、全国紙記事(Folha de São 

Paulo)、中国側：政府外交資料（中国与拉丁美洲和加勒比国家的合作计划）、全国紙記事(人民日報、

新華通信)などである。 

 

（２）聞き取り対象は、中国政府との交渉やメキシコ・ブラジルの政策の推進・抵抗に関与した連邦議   

員、与野党：(ブラジル)労働者党、官僚：環境省、科学技術省、外務省。証言の妥当性担保のため複

数の根拠から事実を確認して密閉性の高い二国間（中伯）の外交政策決定の構造を解明する。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表：ブラジルとメキシコにおける戦略的パートナーシップの関与と気候変動政策の進展
ブラジル メキシコ

歴史的背景：冷戦の終結 　　　　　　　対米関係の弱体化 　　　　　　　　　　対米関係の維持
政策設計期（91－04） 　　　　　リオサミットの開催➡気候変動条約・京都議定書の採択

政府：政策に抵抗・推進
中国の関与：なし

政府：政策に抵抗・推進
中国の関与：なし

政策形成期（05－08年） 　　京都議定書発効、世界金融危機、ラテンアメリカ政策白書➡ラテンアメリカにおける中国の台頭
政権政党主導による決定

BRICs関係で中国・ブラジル間の連携強化
大統領主導による決定

　　　　中国と連携しつつも、対米関係を重視
政策決定期（09－15年）           コペンハーゲン会議（COP15)➡温室効果ガス排出削減にむけた各国の自発的取り組み

中国の関与 強い 弱い
出所：申請者作成。

相違



 

４． 研究成果 
 

（１）研究計画の変更 
 

計画当初は、2020 年以降にメキシコとブラジルにおいて関係者 への聞き取りや、公文書の収 

集といった本調査を実施する予定であった。しかし新型コロナウイルスの感染拡大によって、

2022 年まで中南米への渡航の断念を余儀なくされた。他方、この期間では日本で入手可能な気

候変動対策における南南協力に関係する文献を渉猟し、国内外での学会報告における討論者か

らの指摘を通じて、新興大国であるブラジルはラテンアメリカの中でも特異な役割であり、比

較対象としては、メキシコなどの他のラテンアメリカ諸国よりもインドや南アフリカといった

他の新興大国のほうがブラジルとの類似性が高いことが確認できたため、比較対象をメキシコ

から、より類似点の多い新興大国に変更して調査を継続した。 

 

（２）具体的な研究成果 

①気候変動条約締約国会議（COP）や持続可能な開発（SDGs）をめぐる中国・ブラジルの交

渉過程と、二か国間の相互関係に関する近年の動向を整理した。両国の間での経済的な相互利

益だけでなく、新興大国として持続可能な開発目標に貢献する規範的な役割が、二カ国の戦略

的パートナーシップの深化にインセンティブを与えていることを確認できた。この成果は日本

国際政治学会で報告した後、日本国際政治学会に投稿し採択となった。 

 

②ブラジル・インド関係を中心に比較検討を行った結果、ブラジル・インド関係の進 展速度は

ブラジル・中国関係より遅いものの、自由と民主主義の理念を共有することから着実な進展が

見込めることが明らかになった。その成果は、米国で開催された世界国際学会（ISA）に参加

して報告した。 

 

（３）学術的・社会的意義 

本研究の知見は、中国の南南協力が活発になったアフリカや太平洋諸国の事例でも適用可能性

が高い。また新興大国同士が連携する力学に注目することは、先進国と途上国の二項対立を主

軸とする気候変動交渉研究と、外国政府の対外的な影響を捨象して国内の政策過程のみに焦点

を当ててきた気候変動政策の研究に修正を迫る学術的な意義もある。化石燃料が持つ優位性が

世界のエネルギー転換の潮流を左右する中で現在の国際社会の情勢はエネルギー転換に向けた

重大局面になる見方がある一方、ブラジル・ロシア・インド・中国・南アフリカで構成される

BRICS 諸国は連携を深める。新興大国間の競合・協力関係を考察した本研究には社会的意義が

ある。 

以上の結果をふまえて、本研究は、学会報告 15 件（うち国際学会 6 本）、論稿 8 本（うち査

読あり 6 本）、担当執筆の書籍 7 冊（うち 1 冊はスペイン語、2 冊は英語）、単著 2 冊という成

果となった。この事実は、本研究が当初の計画以上の成果があったことを示す証左といえる。 

 

以上 
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